
2@ C 3 新規分野参入に 係る Science Pol icy と 

Charac terization 

所
 

究
 

研
 

文
業
 

中
 

）
 
茂
 

秩
 

 
 ト

木
 

 
 

メ
高
 

セ
 

茨
 

佳
 

はじめに 

Energy 技術の進歩とあ いまって。 本邦でも産 笑 構造の変革に 係る風当りが 非常 

に 強くなって来た。 一見現在は拙 円 社会構造と呼ぼれるむきも 存在するが、 こと 

棚造 不況型の産 粟 においては新規 産芙描 造の中に受入れられるべく、 新規分野の 

探索と転身に 怒命な努力がなされている。 しかし一方では 生残りのための 甜理眼 

叩 がなされていないわけでもない。 この理由は新しく 方向転換することを 余儀な 

くされ、 そこで実盛としてはよく 理解できているのにも 拘らず、 実体は失敗した 
らという大きなリスクの 指 掩を恐れ、 窩蹄 することと理解されよう。 従って新規 

分野参入に係る 牡弔 は、 本 芙の合理化を 進め、 如何に多くの 街呈を 勅 やよく打ち 

上げうるか、 そして全体の 平衡感覚と判所の 中で変革してゆくことが 妓ものぞま 

しい形とせればならない。 しかしこのための 研究テーマ、 花又 化 テーマの選定に 

は 多くの 娃囲 が存在するのであ る。 

かかる見地から、 首期 に係る Y 老の私見と 例粕 とを示すことにより 与えられた 

テーマとしての 街批判を待たいと 考える。 

規 分野に係る分野 詮俵 

ここで述べる 新規分野とは、 在来 抜 櫛の延長線上に 在るものではない。 

とかく六 % 延長線上に在るものを、 川下化などといった 美言 ? に まど わされる向 

きも多いが、 ここで 果 了するものは 大粟とはまったく 係りなく ( 科学的、 技術的 

に木 迎鮨 ) 、 発展の期待の 出来る未来産又の 創出にあ って、 これは Energy 年を勘 

案の上、 付加価 伯穏 品の払がり、 ならびに応用分野の 払がりの湖 待 、 換言すれ 
ほ 、 進展出来る新しい 科学と 技窩 とを期待出来る 研究テーマ、 町 粟花テーマ とし 

て ，あ るべきものと 考える。 従って、 こんなものを 造ってやろうと 云ったような、 

申仁周鞭侍決型 研究テーマではなく、 むしろ 分 別拾 細の中で広く 定 宕 出来る内 

容を望んでいる。 

世の中ではアイデア 募祭 、 アイデアの提言。 ‥。 。 小祭日活劫などを 通した 活軸 

がみられるが、 これらからは 所詮小手先の 城を出るものは 少ない。 また分野別辞 

舐の中で歴史によって 現在があ り、 そして将来があ ると云ったような 詮簗 の 煕明 

が 多くなされているものの、 これははたして 何がいいたいのであ ろうか。 

ここで柚も正要な 問 粕は 、 その基本にあ るものが Science base なのか Technolo 

gy base なのかをよく 見極めるⅨが 肝要であ って、 ここで Pollcy の有無が重変な 

位 糊付けとなる。 

Science  po] icy      ここで 里 老は Sciencc  pol icy とは如何と云った 高泡 な 斡 暁を 

展開するつもりはない、 要は行劫に対する Science policy を右するか否かが 正要 

な位置付けであ り、 幹 点であ り、 そして 牡 犠への Poten Ⅱ al となると考える。 
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SClence pol lcy と Cha Ⅰ aCte 「 lZatlon 

人がやらないからこそ 自分がやると 云ったような 時が成功すれば、 世の中で詳 

伍される。 これは立派な Po Ⅱ cy 立脚であ り、 成果であ ると 毘 めるものの、 規格社 

会においてはそうそう 許されるものではない。 この理由は扶接の 社会 俺六 に対す 

る リスク、 マネジメントであ り、 椎も印をおさないのが 美神であ ろう。 

ここで 簸 者が表何として 取りあ けた Characterlzation とその忠恕 が 背景に存在 

すれば、 説得力の 立 槻からははるかに 俊和に進める 僻が出来る。 

材料化学の Characterlzation 仁 対しては既に 多くを述べたように、 、 ) 2' り 材料 

の機 俺 の棚板はその 組成と構造とにあ って、 材料の低能すなわち Properties は紬 

戊と描造 、 すな む ち Character と時間的、 空間的 ユ 対Ⅰに対応するはずであ ると 

するところにあ る。 そしてその 枝能 を逆じて組成 と 構造とを 盤沌 する玉を Charac 

terjzation と呼ぶが、 りこの Character を時機的、 空間的推移として 仰棚 ずる 

叫 によっては、 その 機 捷の過去 ( 仇えぼ 岩石学における 変成岩 )   現在そして 
未来 ( 未来の材料科学と 呼ぽう ) を予測することがあ る程度可能となるからで 

あ る。 り 特に C 打 a 母 ics は無段のがを 託せると云った SClence poflcy を持つ 晦 より 

も Characterization にもとついて、 Cera ㎡ cs 材料の将来を 考えたいのであ る。 一 

Ⅰ・ 計画レベルの 商魑 

( 情報 ) 社会ニーズ 自然、 社会、 

・空理、 思考、 思索 4 挑発 技緩写 ・ に 暁瞠 等にもと 

・ 酷示   研究テーマ ヰ 係る接合 桂に ヰ づいたスク 玲 

。 自然 睨免 為 @ も と づい た リ ーニン ダ 

( 意見 ) スクリーニンバ 
2 . 選定レベルの 問鞍 

。 F S : 未来 橡が 描けない 

。 研究 朋発 スキル 

・ 承瑠 されるための 手口 宮袋 のすりかえ 

靱の下の ドタョウ 3 匹 

ぬ、 の 住む 池 

3 , 実施レベルの 問胚 

Task@ base@ @@ Functional@ Group 

・ マ トリックス結合 ( 梢殺 穏 、 批判 涼 ) 

Project@ base@ @@ Working@ Group 

( 技術 涼 ) 

Ⅰ」 

・研究プロジェクト Project@ planning@ ( hey@ completion) 

Project control 
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新規分野に係る 仇妨 B № cera Ⅱ cs 

昨今、 科学技術 庁 、 埋生 省など Hu[an Ⅱ fe Science に係る課 粕が 多く探りあ げ 

られるようになって 来た。 

筆者は以前より、 来るべき 老 胎化社会に対し 福祉社会科学と 対応 技 併進展の必 
要件 を 痛感し、 プロクラムレベルでの 研究テーマを 約 3 年間 むめ、 5 8 年からそ 
0 発 埋 として生体代番甘の 研究に青手した。 

ここで 本 研究の目的は 単に老神化社会を 市場としているのではなく、 今後の労 
掛 生産性に直接老人関与を 必要とするとみるからであ る。 このため疾患の 予防、 

治囲 、 ならびに対策に 係る材料 朋菟 には骨の生態から 若手することが、 参入の ス 

テップ 上 好ましいと判断した。 す な れ ち 冊の生態から 血液、 血笹 、 心技、 指と 項 

次 老化に係る対祭を 進展出来るものと 考えているからであ る。 

cera 目 cs の charac 土 e Ⅰ推移、 specula 士 i0 Ⅱ としての He Ⅰ opoje 土 ic @lc ァ oenviron 

Ient 、 骨芽佃胞と骨 形成 俺手 の 槻 ・ 生体の HoIeostasis  に関連して現化的には 現 

在 予想通りの 拮果が碍 られており、 参考定 に 2 、 3 示しておいた。 

一 
1 ) 苗木茂 栄 : 昭和 5 2 年度文部省 % 台研究報告 
2 ) 高木茂美 : 分析化学の進歩 ; 第 9 % 、 1 、 ( 1 9 7 7 ) 

3 ) 南木蔵 栄 : 五帝石灰学会誌、 N 0 . 1 9 0 . 1 5 8 ( 1 9 8 4 ) 

4 ) 山口悟郎 : セラミ ヴ クス、 7 [ 1 0 ] 7 0 ( 1 9 7 2 ) 

5 ) 高大友 失 : セラミックス、 1 4 [ 1 1 ] 9 8 6 ( 1 9 7 9 ) 
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4 週 l 年 

図一 2  号 肚合 

図一 3  年 床仇 
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